
令和5年度　   園評価書
31 園名 飯田北こども園

Ⅰ　経営の重点に関わること 評価段階（Ａ：よくできている　Ｂ：概ねできている、Ｃ：あまりできていない、Ｄ：できていない）
１　教育・保育目標 自己評価 関係者評価

Ⅱ　各領域に関わること
大項目 自己評価 関係者評価

改善策（来年度の具体的な取組目標等）

Ａ

園番号

２　重点目標 評価指標 園説明 園関係者評価委員から

Ａ

子どもが様々なことに興味をもち、自ら考
え取り組んでみようとする関わりを行って
いる

・まずは様々な事に興味をもつために戸外遊びの環境を改善し、子
どもが自分で遊びを選べる環境を作った。また、子どもが遊びの中
で「なんでだろう」「どうして？」等と考えられるような言葉かけ
をする事で、自分で考えて取り組んでみようとする意欲がみられて
いった

Ａ Ａ

心身ともに
　　健やかな子

自分のことが
好きと思える子

褒められたり、認められたりすることを積
み重ねていくことで、自信をもって生活や
遊びに取り組めるようにしている

・子どもの伝えようとする気持ちや話に耳を傾け、共感した
り具体的に褒めたり認めたりしていった事で少しずつ自信を
もって生活や遊びに取り組んでいる Ａ

中項目 評価指標 園説明 園関係者評価委員から 改善策（来年度の具体的な取組目標等）

・子ども達はとてものびのび過ごしている。危
険がないように職員が努力してのびのび遊べる
ようにしていることがわかる
・子どもの目線に合わせることはとても大事だ
と思う。又、ギュッと抱きしめてあげる事で子
どもは安心する。今後もスキンシップをとって
いってほしい

・自信をもって生活している子もいればそうでない子もいるため、褒めた
り認めたりして肯定的な言葉かけをして、関わりを積み重ねていく事で子
どもが自分の良さに気付くようにしていきたい
・保護者からも褒められる機会が増やせるよう、子どもの姿をたくさん発
信していく
・一人一人の伝え方や表現方法が違うので、見逃さないようにしたり先読
みしないようにしたりして思いを受容していく
・自ら考えて取り組むためには保育者のさりげない援助が必要な時もあ
る。保育者が一緒に遊ぶ中で、子どものつぶやきや視線、動き等に注目し
てきっかけを見逃さないようにしていく
・記録からの自身の振り返りや園内研修などで保育者の見取る力を向上さ
せていく

子どもが安心して自分の思いや感じたこと
を子どもなりに表現できるように関わって
いる

・子どもの仕草や表情を見逃さず、個々の思いに寄り添って
関わっていった。また、話を聞く時には子どもの目線に合わ
せてしゃがんだり話始めるまで待つ等、保育者が先読みせず
ゆったりとした伝えやすい雰囲気を作っていった事で自分の
思いを伝えようとする姿がみられる

Ａ

Ｂ Ｂ

・子どもと一緒に遊び同じ目線に立ちながら楽しさを探ったり、共
感したりしていった。また、週案会議等で子どもの様子や環境につ
いて共有したり話し合ったりしていった事で子どもの実態を捉えて
関わっていった

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

「今、楽しんでいる遊びは何か」「どんな
ところに楽しさを感じているのか」など、
子どもの実態を捉え関わっている

１
こども園における
教育及び保育

(1)0歳から小学校就
学前までの一貫した
教育及び保育

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
を意識し、一人一人の発達や経験に合わせ
た適切な援助を行っている

・週間指導計画の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に関連
する内容にマーカーをし、どの項目が該当するのか記入をする事
で、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に対して意識がつき
つつある
・育ってほしい姿を踏まえ一人一人の発達に応じた支援ができるよ
う、クラスで話し合い共通理解した

(2)一日の生活の連
続性及びリズムの多
様性への配慮

一人一人の家庭状況や在園時間を把握し、
子どもが安心して生活できるよう配慮して
いる

・家庭と連携しながら、一人一人の生活に合わせた配慮(午睡時間
や、戸外からの入室時間等）をしているが、不安定な様子を見せる
子どもの保護者への伝え方やタイミングが難しかった
・家庭状況を会議等で共有している

・子どもの姿を日誌に記録しながら自身の保育を振り返り、日々積み重ねていく
事で捉えを明確にし、見取れるようにしていく
・フリー保育者にも担任の関わりのねらい等を伝え、職員間で共通理解して子ど
もに関われるようにする

２
安全管理・指導

(1)事故防止・防災
職員一人一人が安全・危機管理の意識をも
ち、非常時には適切な対応をしている

・年間計画に沿って避難訓練や不審者訓練を行い、自分の動きや役
割を毎回確認していった。又、子ども達が訓練の大切さを意識する
ために、真剣に訓練を受けるように働きかけていった
・年度途中にけいれんへの対応について共通理解の必要性を感じた
ため、マニュアルを作成し職員間でロールプレイを行った

Ａ Ａ

・様々な想定で訓練を行う中で、保育教諭が自身の役割を理解し、責任を
もって行動できるようにする
・男女問わず不審者役を経験し対応に活かせるようにする
・書面のみの反省にせず、会議などで対応方法を話し合っていく

・家庭状況を掴むことは難しいが、把握ができ
ると関わりのヒントになることもある。又、園
内で話し合いの機会が多く作られていて良いと
思う。
・家庭状況等、職員間の共有はなかなか難しい
と思う。小学校で感じることだが、職員室の雰
囲気がよいと職員の横の繋がりがみられるので
はないかと感じる。それは校長・教頭によって
違ってくるのではないかと思っている。いつも
いてくれて、見てくれている存在があることで
教職員も安心して指導にあたれるのだと思う。
それが教育に反映され家庭との信頼関係にも繋
がり、保護者も思いを直接伝えやすくなるので
はないかと思う
・能登地震を踏まえ、地域との連携の大切さを
改めて感じる。自治会では井戸を保有している
方に、災害時に生活用水として使用させてもら
えるか、聞き取りをするなどして協力体制を整
えていっている。園では何ができるのかを考え
ていくと良い
・”かばんを背負う”事は、どの先生も同じ関
わりをしているので親も子どもも意識が変わっ
てきている事がわかる。担任以外の職員にかば
んを背負っている姿を褒められる事はとても嬉
しそうである。小学校では重いかばんを背負っ
ての登校となるので、こども園の時から身に付
けておくと良い
・支援児に対して加配担当が足りていないが、
職員がいても手をかけすぎてしまうところがあ
るとのことなので、何かが起こったときに助け
てもらえる体制が整っていればよいのではない
か
・園内研修に関しては、保護者はどんなことを
やっているのか分からない。自分たちがやって
いることをもっとアピールしていけばよい
・保護者アンケートの実施方法が今年度からス
マホ入力になったことで顔が見えないこともあ
り、発言しやすくなった人がいるのではない
か。保護者には話かけやすい人とそうでない人
など様々なタイプの保護者がいる。話しかけに
くい人ほど思いを内に秘めてしまう。思いが蓄
積してしまうと爆発してしまう。後から知る事
はよくない。些細なことも伝えていく。気にか
けてもらうことで安心する。まずは思いを受け
止めたり、共感したりして信頼関係を築いてい
く
・小学校も園と繋がろうとしている。小学校を
見ることで子どもは安心する。積極的に連携を
取り合い交流をしていくとよい。子育てトーク
の会は、次年度はおしゃべりサロンの時に交流
できるとよいと思っているので、検討をしてほ
しい

(3)環境を通して行
う教育及び保育

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について、年長児の公開保育
時には検討する事が出来たが、今後は、園内研修で話し合う機会を増やし
各々が意識できるようにしていく
・月の反省だけでなく保育者が困っている事や悩んでいる事に対しての対
策を職員間で考えられるように職員会議内で時間を作る

Ｂ
・加配会議の中で支援児一人一人についてのサポートプランの検討ができ
るよう計画を立て実施していく
・職員会議でABC応用行動分析を行い、様々な職員が意見を出し合う事で
保育者自身のスキルをあげていく

３
保健管理・指導

(1)健康教育の充実

・基本的な生活習慣が身につくよう、個々
に応じた丁寧な関わりを行っている
・健康的な生活習慣の必要性を子どもや保
護者に発信している

・身の回りの事は保育者がやって見せる事で、身につきやすいよう
にした
・習慣づける項目を一つ決めて、全職員で徹底して働きかけた事に
より、子どもや保護者共に意識をもち習慣がつき始めている

Ａ Ａ

・伝えにくい事も少しずつ伝え合えるように保護者と信頼関係を築き、家庭に合
わせた対応をしていく
・職員間で情報伝達は行っているが、伝えるタイミングが遅くなった事があった
ため、会議報告以外でも共有事項を書き出して朝打ちノートに綴る等、タイム
リーに行うようにする

職員一人一人が自分の分掌や役割に責任を
もつと共に、お互いに声をかけ合い協力し
て教育・保育を行っている

・職員間で声を掛け合い、協力しながら自分の役割は責任をもって
計画的に取り組めているが、各分掌の仕事の進捗状況がわかりにく
い所があった Ｂ Ｂ

・園と家庭との連携が難しいが、全職員が同じポイントを押さえて家庭に
働きかけ、連携して取り組んでいく
・発信してもなかなか見てもらえないという所もあるため、関心を引くよ
うな内容を考えていく

４
特別支援教育・
保育

(1)支援体制づくり
の推進

個別の支援計画を作成し、職員間で情報共
有をしながら支援方法を検討、支援してい
る

・支援児担当者は月に１回加配会議を行いトーマスの会の企画や反
省を行ったり、支援方法や悩みについて話し合ってきたが、サポー
トプランについて全職員で検討する時間を設けられるとよかった Ｂ

・各分掌の進捗状況を可視化し、発信する事で職員が協力できる体制を
作っていく

６
研　修

(1)研修体制の充実
子どもの「たのしい」を見取り関わるため
に、日々の手立てを行い園内研修を進め、
学びを次の教育・保育に活かしている

・職員間で思いや考えの伝え合いを大切にしながら園内研修を進め
た事で様々な捉えや考え方を学んだ。その学びを自身の保育に活か
していった事で、園の教育保育の質の向上に繋がっていった Ａ Ａ

・園内研修後も振り返りの場を作り、実践に繋げる意識を高くもてるよう
にする
・若手職員がわかりやすい研修内容を組み立てていく

５
組織運営

(1)組織体制の充実

Ａ
・保護者を褒めたり認めたりして信頼関係を築き、前向きに子育てができるよう
に援助する
・今後も必要時に個別面談を設けるようにする。保護者からの申し出を待つばか
りではなく、保育者が必要だと判断した場合は、声をかけていく

７
教育・保育環境
整備

(1)教育・保育環境
の充実

職員は教材、素材の特性や用具、遊具の扱
いについて学び、子どもの発達、経験、ね
らいに合わせて準備を行っている

・園庭環境を改善した事で子どもがやりたい事や使いたいものを自分で考
え選べるようになった
・学年会議の中で、制作について話し合いの時間を作り、教材を検討して
保育に取り入れるようにしたが、職員会議等では時間がとれなかった

Ｂ Ｂ

近隣の園や小学校と交流の機会をもち、情
報交換したり連携を図ったりしている

・近隣園の公開保育や小学校の授業参観に多くの職員が参加できる
よう計画をたて、交流のきっかけを作ったり、自園の環境作り等に
活かしたりしていったが、子ども同士の交流がもう少し行えると良
かった

Ｂ Ｂ

・教材研究に関してはもっと取り組みたいと意欲はあるが時間がもてず実
践する所までいかなかった。今後は年間の中で回数を決め週案会議の時に
行うようにする

８
家庭との連携・
協力

(1)家庭教育への支
援機能の充実

園での子どもの姿や教育・保育の意図につ
いて発信したり、保護者の思いを傾聴した
りしながら子どもの育ちを共有している

・クラスボードやお便りでは子どもの育ちを伝えることを意識し
た。また、秋には個人面談を実施し、子どもの成長を喜び合ったり
悩みについて丁寧に聞いたりして、家庭と子育てを共有できるよう
にしていった

Ａ

・子ども同士の交流時期を早めに計画していく（近隣校・園）
・近隣園の公開保育には、様々な職種の職員が参観できるように早い時期
から計画していく

１０
地域との連携

(1)信頼される園づ
くりの推進

地域との交流を通し、園だけではできない
体験をする機会を積み重ねている

・主に年長や年中児の取り組みとなり数少ない機会ではあったが、デイ
サービスへの訪問や勤労感謝訪問等で地域の方々と交流をもつ事ができ
た。しかし担当学年以外の職員は把握していないことが多かった
・地域の未就園児を招いてのおしゃべりサロンでは年長・年中児が挨拶や
歌などを披露したりする事で地域の親子と親しむ機会になった。又、褒め
てもらったりする事で自信に繋がる場となった

Ｂ Ｂ

・散歩や出かける機会を増やしていく事で、年長児以外の子どもも交流が
できるようにしたり、地域の情報を仕入れていく
・来年度のおしゃべりサロンでは、早い時期から園児の参加を計画した
り、分掌が作成した図書だよりや保健だより等を配布し、園の取り組みを
紹介していきたい

９
近隣の学校との
連携

(1)近隣の園との連
携の推進


